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講義計画

第１回　人間関係学ではなく人間関係論とは？
第２回　言葉の多義性
第３回　コミュニケーションにおける言葉の拘束性
第４回　「他人の立場を考える」ということ：共感について
第５回　信用と信頼
第６回　対人スキルとは？：気持ちと行動の関連性と異同
第７回　対人スキルの獲得のために：主張性訓練とは？
第８回　社会的技能（生活技能）の向上とは？：SSTとは？
第９回　メタ・メッセージとは？：ダブルバインドの問題を中心に
第10回　人間関係の病理：集団内におけるいじめについて
第11回　人間関係における認知の重要性：ジョハリの窓を例にして
第12回　人間関係における認知の重要性：REBTの基礎知識
第13回　対人関係における期待の問題：IPTを例にして
第14回　愛情とは何か？好き嫌いの心理学
第15回　まとめ

テキスト 特に指定しません。

参考書 その都度、紹介します。

目的と概要
日常場面における我々の行動や感情にまつわる落とし穴を知ることによって、より良い人間関係の構築のヒント
になれば幸いです。

成績評価法 試験（80％）＋平常点（20％）平常点は、レポート提出などによって加味します。

開期 前期 水曜日4限

授業テーマ 心理学から考察可能な人間関係の諸現象を講義します。

科目名 人間関係論

担当教員 小西　宏幸
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